関東学生卓球連盟・事業実施細則
第　３条　関東学生卓球選手権大会（主催　関東学生卓球連盟）

（前略）

　　　　　２．試合方法

　　　　　　　全種目トーナメント方式｡

　　　　　　　男子シングルスにおいて６４シードを得たもの､女子シングルスにおいて

３２シードを得たものを､それぞれスーパーシード権保持者とする｡

　　　　　　　最も近いスーパーシード権保持者同士は､勝ち上がれば､２試合目に対戦

するように組み合わされるものとする｡

　　　　　　　本大会は男女シングルスにおいてベスト８決定戦より７ゲームスマッチと

する。それ以外は全て５ゲームスマッチとする。

　　　　　　　又、本大会のダブルスは同校の選手同士で組まなければならない｡

（中略）

　　　　　４．シード規定

　　　　　　　（１）前年度当該大会ランキングシングルス１６位まで､
ダブルス８位まで
　　　　　　　（２）前年度全日本選手権大会シングルスベスト１６まで､
ダブルスベスト８まで
　　　　　　　（３）前年度全日本学生選抜選手権大会シングルス１６位まで
　　　　　　　（４）前年度全日本学生選手権大会ランキングシングルス１６位まで、
ダブルス８位まで
　　　　　　　（５）○前年度全日本選手権大会シングルスベスト３２まで､
ダブルスベスト１６まで
　　　　　　　　　　○当該年度新人戦シングルスベスト８､ダブルスベスト４まで｡
　　　　　　　　　　○前年度当該大会シングルスベスト３２、ダブルスベスト１６

　　　　　　　　　　○世界ランキング３００位以内かつ上位から４名まで
（本大会シード会議の１週間前のランキング。シングルスのみ対象）
　　　　　　　　　　○前年度全日本学生選手権大会シングルスベスト３２まで､
ダブルスベスト１６まで
　　　　　　　　　　○
前年度インターハイランキングシングルス８位まで
　　　　　　　まず、（１）～（４）に関しては､優先順位としてシードを決定する。
　　　　　　　（５）に関しては、シード会議に出席した技術員の過半数によって、
　　　　　　　シード順位を決定する。
　　　　　　　又、ダブルスにおいて、ペアー変更によって両者の内の一方、又は両方が

規定のランキングを保持している場合でも参考資料に留めるものとする。

（後略）
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